
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

168　生物化学工学

　　　　　　　　　　乳酸桿 菌 と酵鬱め混誉培養に よるケフ ィ ラ ン の 生 産
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　生産 を目的 として ケ フ ィラ ン 生産菌と酵母の 混合培養に つ い て検討した 。

1惷1漁蕪講嬰麋鑼霧鑼講舞薪醒驫，

　 せ て回 収 した後 、 フ ェ ノ ー ル硫酸法に よ り全糖 と して定量 した 。 ラク トー ス 、
エ

　 タ ノ ール お よび乳酸は トi　P　L ，Cl：よ りそれ ぞれ定量した 。
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　多糖の 分子 量 が比較 的高 い と推定された。

ム んψ ’硼 ψ d   5 と酵母の 混合培養を

　試験的 に行 っ た 結果、本 乳醸i桿菌だ けの 単独培養仁 比 べ て 、 ケ フ ィ ラ ン の 生産量

　 は わず か に 向上 した 。 その 詳細 に つ い て は 、 現在検討中で ある 。
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516　　気 泡 塔型 発酵槽を用 い た独立栄養培養における

　　　　　液性変化の 影響の培養工学的手法に よる検討
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【目的】気泡塔型発酵槽を用い て Alcaligenes　eutro ρh　us の 独立栄養培養を

行 っ た結 果 、 カ ル ボキ シ メ チル セ ル u 一 ス （CMC ）添加に よ る粘性 の 増加 に

よ りPHB 生産速度が増加した。 その 原 因を培養工学的手法に よ り検討 した。

【方法】気泡塔型発酵槽の 物質移動容量係数（KLa）を亜硫酸酸化法と溶存

酸素電極 を用 い た static　 method で測定した 。 測定 した 1〈La と培養試験か ら

得られ た田 B生産速度の 相関 を検討 した 6　　 、

【結果】CMC 添加に よ りJCLaは亜硫酸酸化法で は滅少 し、　static　 meth 。dで

は 0．05 ％CMC 添加 で 極大 を示 した 。
　KLa測定条件下 の 発酵槽内の 環境は

static 　 method で は実際の 培養 とほぼ 同 じだ っ たが 、 亜硫酸酸化法で は 大き

く異なっ た 。 static　method で 測定 したKLa と培養試験 か ら得 られ たPHB 生

産速度は高い 相関を示 した が 、 亜硫酸酸化法 で は相関 しなか っ た 。
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